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Pl−622　妊産婦 にお け る風疹 ・麻疹 ・水痘抗体価 の 検討
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【日的】妊娠中に風疹 ・麻疹 ・水痘な どの ウ イル ス 性疾患 に感染 した場合，母体の 合併症だ けで なく胎児 におい て も種々 の 頻

度 で 合 併症 を起 こ す 可能 性 が あ る．こ の た め ，妊娠 前 の 予 防接種 歴 ・罹 患歴 の 把 握 が重 要 で あ る が，幼少 期 の 事柄 の た め 記 憶

が 不 正確 で あ る こ と も往 々 に し て あ る．この た め，妊 娠初 期 に上 記感染 症 の 抗 体価 につ い て 把握 して お くこ と は周産期管理 に

有用 で あ る と考 え られ る．今回，我々 は こ れ らの 感染症 に つ い て 妊 婦 の 抗体保有率 を調査 した の で 報告する ，【方法】当院 に お

い て 2004年 6月 17 日か ら2005年 4月まで 1554人の 妊産婦 に対 して検査を行 っ た．抗体 の 検査方法は，風疹は HI法 麻疹

は NT 法 水痘 は IgG（EIA 法 ）で行 っ た．診 療情 報 の 利 用 に関 し て は書 面 で 1司意 を取 得 した．【成績 】妊 娠 中 に風 疹，麻 疹

水痘 の 抗体検査 を行 っ た 妊婦 は そ れ ぞれ 1563人，1450入，1270人 で あ っ た．この うち，風疹抗体価 につ い て，8倍未満は 55

人 （3，5％ ），8 倍 は 58 人 （3．7％ ），16倍以 上 は 1450 人 （92．8％ ）で あっ た．麻疹抗体価 4倍未満 は 121 人 （8．3％ ），8 未満は

291人 （20．0％），8倍以 上 は 1038人 （71．7％ ），8倍未満で 要予 防接種妊婦 は 412人 （28．3％）で あ っ た。VZV 　IgG　2倍末満は

23人 （1．8％ 〉，2〜4 倍は 39 人 （3．0％ ），4 倍以 ヒは 1208人 （95．2％ ）で あ っ た．【結論】風疹
・
麻疹

・
水痘 の い ず れの 疾患 に

おい て も種 々 の 頻度で 抗体陰性者が存在 し決して 少ない 頻度で はない と思われ る．こ の た め初期 に抗体価の チ ェ ッ ク を行う

こ とは，感染防止及 び 後 の ワ ク チ ン接種 の 推奨 に 有用 で あ る と考えられ た．

P1−623　妊婦麻疹抗体保有率調査 の 結果
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【H的】麻疹 は ミク ソ ウ イ ル ス群 に属 す る RNA 型ウ イル ス で 感染力が 強 く主 に飛 沫感染する．成人 麻疹 は小 児 麻疹 に比 べ 肺

炎，脳炎 な ど重 症化傾向が あ り，妊娠中の 罹患 は非妊婦 に 比 べ 流
・
早産の リ ス ク も高く，肺炎 ・脳炎 に よ る 死 亡率 も高 い．麻

疹患者 は 2歳以下が約半数 で ある が 近年成人麻疹患者は 増加して い る，こ れ は生殖年齢婦人の 麻疹抗体保有率 の 低下が 原因

と推測 され る，こ の 現状 を確認すべ く，当院 を受診 し た妊 婦 の 麻疹抗体価 を 測定した，【方法】厚生 労働省班研究 の 一
環 と して

イ ン フ t 一
ム ド ・

コ ン セ ン トを得 た 当病院受診妊婦 443 名 （16−44 歳）に 対 して 血 中麻疹 HI 抗体価 麻疹中和抗体価，麻疹

PA 抗体価 を測定 し た ．また ，妊婦 の 麻疹罹患歴 お よ び ワ ク チ ン 接種歴 に つ い て 調 査 し た．今 回，分娩後麻疹 HI 抗体価 8

倍 以 ドで あ っ た 50名 に対 し麻疹 ワ クチ ン 接種 を実施 して い る，【成績】妊婦 443名の 麻疹 HI 抗体価 は 8倍未満 139 名で あ っ

た，麻疹 PA 抗体価 は 16倍未満は 5 名で あ っ た が，その うち 4 名は 15−19歳で あっ た．麻疹中和抗体 は 2 倍未満が 13名，2

倍が 12名，4 倍が 22 名で あ っ た．また，分娩後 に 麻疹 ワ ク チ ン接種 した 50名 に対し接種 1 ヶ 月の 麻疹抗体価を測定中で あ

る．【結論】我々 の 調査 で も，麻疹 ワ ク チ ン 接種を勧め る麻疹 HI抗体価 16倍未満が 74．7％ と見られ，こ れ らの 妊婦は妊娠中

麻疹 に罹患 す る危 険性高 い と言 え る で あ ろ う．今回 の 調査 よ り生 殖年齢婦 人 に 対 し て 妊 娠前 に 麻疹抗体 の 検査 と抗体価 に 基

づ い た ワ クチ ン接種が早急 に必要 で ある，
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【目的】我が 国の麻疹 の 予防接種率は 全国 平 均で 70％ 台に 留 ま り，H7 の法改正 で任意接種 とな っ て か らは 接種率が さ らに低
ドし．感 染 者数 は 10万 人／年を超 え る まで 増 加 して い る．そ れ に伴 い 成 人 麻 疹 が 増 加 し妊 婦 感 染 例 の 報 告 も散 見 さ れ，母児 に

重篤な影響を及 ぼ して い る．我々 は こ れまで HI 法お よ び NT 法で の 妊婦 ス ク リ
ー

ニ ン グ に つ い て 報告 して きた が，検査法問

で 抗体陰性率は大 き く異 な っ た．そ こ で 妊 婦 ス ク リーニ ン グ の 検査法確 立 の た め，同
一

対象 で の NT 法，　 EIA 法，　 HI法 お よ

び PA 法の 比 較検討を 試 み た．【方法1　H16．6−H17．6 に 妊婦健診を 受診 した 104例 （年齢
’
ド均 士 標準偏差 ：29．7± 4．8）を 対象 に，

イ ン フ ォ
ー

ム ド・コ ン セ ン トを得 て ，NT 法 （麻疹 TYSCA 株），　 NT 法 （麻疹長畑株），　 EIA 法 HI 法．　 PA 法に て 麻疹抗体

価を測 定 し陰性率を求め た．陰性基準は従来通 り NT 法 （TYSCA 株）：＜4 倍，　 NT 法 （長畑株）：〈 2倍，　 EIA 法 ：〈 0．5，　HI
法 ：＜ 8倍，PA 法 ：＜16倍 と した，また 各検査 法間にて 抗体陽性例 で の 同帰直線の 傾 き（R2）を求め O．36以 上 を相関ありと

し た，【成 績】抗体 陰性率 （％ ） は．NT 法 （TYSCA 株）： 18．3．　NT 法 （長畑株）： 3．8，　EIA 法 ： 2．9，　HI 法 ： 33．7，　PA 法 ：5．8
で あ っ た．R2は，　 NT 法 （TYSCA 株） ・NT 法 （長畑株）：0．545，　NT 法 （TYSCA 株）・EIA ：0．629，　NT 法 （TYSCA 株）・

HI ：O．582，　NT 法 （TYSCA 株） ・PA ：O．474，　NT 法 （長 畑株） ・EIA ：O．716，　NT 法 （長 畑株） ・HI ：0．545，　NT 法 （長畑株）・

PA ：O．525，　EIA ・HI：O．676，　EIA ・PA ：0．573，　HI ・PA ；0，662で 全 て 相関ありと判定された、【結論】］妊婦 の 麻疹抗体 陰性率は

検査法に よ り異なる．今後麻疹の 妊婦 ス ク リーニ ン グ の 導入 お よび予防接種勧奨の ため に は，抗体価 に検査法間で相関関係が

あ る こ と も踏 ま え，陰 性 基 準 の 再検討が 必 要 と思 わ れ る．
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